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令和３年11月定例会 総務委員会（付託）

令和３年12月６日（月）

〔委員会の概要 未来創生文化部関係〕

井下委員長

休憩前に引き続き，委員会を開会いたします。（11時44分）

これより，未来創生文化部関係の審査を行います。

未来創生文化部関係の付託議案については，さきの委員会において説明を聴取したとこ

ろでありますが，この際，理事者側から報告事項があればこれを受けることにいたしま

す。

【報告事項】

○ 令和４年度に向けた未来創生文化部の施策の基本方針について（資料１）

上田未来創生文化部長

それでは，この際，１点御報告させていただきます。

資料１を御覧ください。

令和４年度に向けた未来創生文化部の施策の基本方針についてでございます。

未来創生文化部では，少子化対策，文化・スポーツ振興などアフターコロナを見据えた

施策を多様な主体との連携，協働により三つの柱で展開してまいりたいと考えておりま

す。

一つ目の柱といたしまして，県民総自己実現ダイバーシティとくしまでございます。

まず，次代を担う人づくりといたしまして，2025年までに希望出生率1.8を実現するた

め，新たなマリッサとくしまの機能充実やチーム育児の推進，子育て支援の充実に向けた

保育人材の確保に取り組みますとともに，ヤングケアラーの早期発見と効果的な支援な

ど，子供が健やかに成長できる環境づくりに努めてまいります。

次に，個性や能力を発揮できる活躍の場の創出といたしまして，人生100年時代におけ

る生きがいづくりのため，アクティブ・シニアの活躍を推進するとともに，障がい者ス

ポーツ，芸術文化の深化と交流促進により，パラリンピックのレガシーを継承してまいり

ます。

さらに，多様性への理解と人権施策の推進といたしまして，多様な主体の交流を推進す

るため，ユニバーサルカフェの機能強化などを進めるとともに，あらゆる人権課題の解決

に向け，県民の皆様とともにしっかりと取り組んでまいります。

二つ目の柱といたしまして，世界に誇るあわ文化の創造と継承でございます。

まず，新たな文化芸術活動拠点の創造といたしまして，徳島文化芸術ホール（仮称）の

整備では，基本設計，実施設計により新ホールへの期待を具現化するとともに，新たな青

少年センターの再始動に向け，ｅスポーツやアニメなど若者のニーズに応える新たな交流

拠点の創出に努めてまいります。

また，世界に誇るあわ文化の魅力発信といたしまして，あわ文化を国内外へ戦略的に展

開するとともに，子供たちへの文化体験機会の提供などにより，あわ文化を後世に継承，
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発展してまいります。

さらに，文化の森総合公園の魅力度向上のため，今年度グランドオープンした博物館新

常設展を中心としたあわ文化の発信を進めるとともに，デジタル技術を活用したコンテン

ツによる誘客促進に努めてまいります。

三つ目の柱といたしまして，新次元の進化スポーツ王国とくしまでございます。

まず，競技力の飛躍的な向上のため，国体順位の飛躍に向けた抜本的な強化策を講じる

とともに，安全安心で快適なスポーツ環境の整備を進めてまいります。

次に，自転車王国とくしまの新たな挑戦としまして，サイクルツーリズムの充実や裾野

拡大に努めてまいります。あわせて，新しい生活様式に対応した総合型地域スポーツクラ

ブ活動の支援により，生涯スポーツを振興してまいります。

最後に，国際スポーツ大会レガシーの継承・発展といたしまして，ニューノーマルな国

際スポーツ交流では，オリンピアン，パラリンピアンと県民の皆様との交流等，東京

2020オリンピック・パラリンピック後の更なるスポーツ振興，国際交流を促進するととも

に，スポーツ・ツーリズムの創造に向け，本県のスポーツ，観光資源を活用した合宿，大

会誘致や再延期後のワールドマスターズゲームズ成功に向けた取組を進めてまいります。

これらの各種施策を着実に推進し，多様な主体が活躍し，誰もが輝くことのできる徳島

を実現できるよう，しっかりと取り組んでまいります。

報告事項は以上でございます。

御審議のほど，どうぞよろしくお願い申し上げます。

井下委員長

以上で，報告は終わりました。

これより，質疑に入ります。

それでは質疑をどうぞ。

原委員

私からは，徳島文化芸術ホール（仮称）について質問させていただきたいと思います。

先日の事前委員会で，11月17日に基本協定及び基本設計業務契約を締結したとの報告が

ありました。今後，より具体的な設計を行っていくものと思いますが，９月の二次審査に

提示された技術提案書を見て，幾つか確認しておきたい点を質問したいと思います。

計画されている大ホールでは，音楽だけでなく，歌舞伎やバレエ，オペラなど様々な文

化イベントの開催が見込まれます。これまで，実施が見送られてきた催しも行われるので

はないかと大いに期待しているところですが，そうなると多様な文化活動に対応できる設

備や広さが必要になると思います。催しの種類によっては特殊な設備となるなど，予算と

調整しながらの検討事項になろうかと思いますが，できるだけ多くの演目に対応できるよ

う知恵を絞っていただきたいと思います。

また，海外ではステージを広くとっているものが見受けられますが，提案書ではまだ北

側に余裕があるように見えます。

そこで，多様な文化活動に対応できるよう，現状ではどのような設備を整備する予定で

あるのか，またステージを更に広くするつもりはないのか，教えていただきたいと思いま
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す。よろしくお願いします。

内海文化・未来創造課長

多様な文化活動に対応できるよう，現状でどのように整備する予定であるかという御質

問かと思います。

徳島文化芸術ホール整備事業につきましては，設計・施行一括発注の公募型プロポーザ

ル方式によりまして令和３年５月から実施事業者を募集し，７月の一次審査，また９月の

二次審査を経まして，去る11月17日に優先交渉権者と県が相互に協力して，円滑かつ確実

に本事業を遂行するために必要な事項を定めた基本協定及び基本設計業務の委託契約を締

結したところでございます。

まず，多様な文化活動に対応するための設備についてでございます。

要求水準書におきまして，大ホールについてはコンサートやオペラ，日本舞踊等々様々

なイベントに対応することを求めるとともに，小ホールにおいても，例えば室内楽コン

サートや邦楽といった大型舞台設備を要しないコンパクトなイベントに対応することを要

件とさせていただいたところでございます。これに対し，優先交渉権者が提案した技術提

案書では大ホールにオペラ等で必要となるオーケストラピット，また仮設ではありますが

花道を設置するとともに，小ホールにおいても，人形浄瑠璃，演劇といった様々なパ

フォーマンスに対応できる設備を設けるとの記載があったところでございます。

今後，基本設計の交渉を進める中で，委員お話しのとおり，県民の皆様の多様な文化活

動に対応できるように，しっかりと設備面についても確認して交渉してまいりたいと思っ

ております。

原委員

次に，約2,000席もの大ホールともなると，休憩時間には多くの観客が一斉にトイレに

流れ込むこととなります。観客が焦ることなく，余裕を持って用を済ますことができるこ

とも良いホールの条件であり，各階に適切な数のトイレが必要かと思いますが，現時点で

はどのようにお考えなのか，お伺いしたいと思います。

内海文化・未来創造課長

徳島文化芸術ホールにおけるトイレの状況についてでございます。

大ホールで催される演目，例えばコンサートなどにおきましては，休憩時間を除きまし

て途中での入退場ができないということが多々ございます。このため開演前，休憩時間，

終演後に一斉に観客の皆様がトイレのほうに押し寄せるということが想定されますので，

十分な数を確保していく必要があると思っております。

トイレの数を検討するに当たりましては，基準の一つとして空気調和・衛生工学会の衛

生器具の適正個数算定法というのがございますので，ホールにつながる各ホワイエからの

動線，客席数から考えられる十分なトイレの数，場所をしっかりチェックさせていただく

中で，来場される方が安心して利用できるホール整備を目指してまいりたいと考えており

ます。
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原委員

十分にトイレを確保していただきたいと思います。よろしくお願いします。

次に，楽器庫についてお伺いしたいと思います。

徳島文化芸術ホールは大ホールと小ホールを計画していますが，提案書を見たところか

なり距離が離れており，それぞれのホールに近いところに湿度管理のできる楽器庫が必要

不可欠だと思います。

また，楽器庫には，ピアノをはじめ椅子などの備品も保管できるくらいのスペースを設

ける必要があると思いますが，県としてはどのようにお考えなのか，分かりやすく教えて

いただけますか，よろしくお願いします。

内海文化・未来創造課長

楽器庫における御質問でございます。

基本設計の契約を締結しました優先交渉権者の技術提案書によりますと，委員お話しの

とおり，大ホールと小ホールが南北に離れているということで，楽器庫についても考えな

いといけないと考えております。

ホールでは，楽器庫をなるべく近くに整備するのが一般的であると考えておりまして，

要求水準書においては，フルコンサートピアノのほか，ピアノ，椅子，専用移動台の台車

等を保管，収納できるとともに，温度湿度管理のほか，楽器庫内で調律もできるように遮

音や集音性を備えることを求めたところでございます。

技術提案書では，楽器庫が設けられる模様ではありますけれども，県が求める仕様を満

たしているかというところについては，今後更にしっかりと確認しまして，出演者や準備

で協力いただく裏方，スタッフの皆様にも喜んで利用していただけるホールを目指してま

いりたいと考えております。

原委員

地域住民に喜ばれるすてきなホールを建築していただきたいと思います。よろしくお願

いします。

最後に，サイトラインいわゆる客席からのステージの見え方についてお伺いしたいと思

います。

全ての客席から舞台全体を見えるようにすることはホールを造る上で当然のことではあ

りますが，様々な利用を考える中で，全ての来場者が不安なく楽しめるよう，十分に計算

した上で客席の配置を行っていただきたいと思います。

提案では大ホールの２階以上の客席が独特の配置となっており，それぞれが干渉し合う

ことで，舞台が見えにくい席，いわゆる見切れ席が生じないかと一抹の不安を感じており

ます。設計業者と話をしていることとは思いますが，問題はないのか，お伺いしておきた

いと思います。

内海文化・未来創造課長

サイトラインについての御質問でございます。

委員のお話のとおり，優先交渉権者の技術提案書によりますと，大ホールの２階以上の
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客席につきましては特有の配置となっております。

これは一般席と区画されたプライベートなボックス席をはじめ，多様な見え方を実現す

るという提案でございまして，サイトラインについてはあらかじめ複数の角度からの３Ｄ

画像を示すなどの検証をしたとの記載があったところでございます。

ただ，しかしながら技術提案書は，飽くまでコンセプトの提示でありますので，今後細

かな変更があった場合であっても，サイトラインをはじめ，あらゆる角度から問題がない

か複数の目でしっかり検証させていただきまして，県民の皆様に喜んでいただける徳島文

化芸術ホールの完成に向けて取り組んでまいりたいと考えております。

原委員

今回は，事前委員会でホールの契約を締結したと聞いたので，少し踏み込んだ細かなこ

とをお伺いさせていただきました。

徳島文化芸術ホールへの期待は非常に大きく，誰もが１日も早い完成を望んでいます。

スケジュールはかなりタイトであるとのことですが，こうした細かな点についても設計業

者としっかり協議を重ね，出演者，観客をはじめ，県民の誰もがホールができてよかった

と思えるよう全力で取り組んでいただきたいと思います。しっかり頑張っていただきたい

と思います。よろしくお願いします。

井下委員長

午食のため休憩いたします。（11時59分）

井下委員長

休憩前に引き続き，委員会を再開いたします。（13時02分）

それでは質疑をどうぞ。

梶原委員

まず，はじめに徳島文化芸術ホールの管理運営基本計画の策定スケジュールについてお

伺いしたいと思います。

内海文化・未来創造課長

管理運営基本計画の策定に向けたスケジュールについての御質問でございます。

今年３月に取りまとめました県市協調新ホール整備基本計画では，このホールが目指す

事業展開の方向性を示すとともに，管理運営に当たって必要となる運営組織，運営手法，

収支計画などの基本的な事項の考え方をお示ししたところでございます。

そこで，専門家で構成される徳島文化芸術ホール（仮称）管理運営基本計画検討委員会

を今年度中に立ち上げる予定としておりまして，今後，管理運営に必要となる各項目の検

討を重ねまして，令和４年度中には計画を策定することとしているところでございます。

梶原委員

令和４年度に策定される管理運営基本計画の中で，例えば総合プロデューサーとか，実
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際に運営に当たられる方が決まっていくということでよろしいのでしょうか。

内海文化・未来創造課長

今，委員からお話がございました総合プロデューサー，一般的に芸術監督と言われたり

もしますけれども，こういった方につきましては，確かにホールにおける演目，演者の招

へい，興業スケジュールの調整等，非常に重要な役割を果たすものと認識しております。

当該検討委員会の中でも当然このことについては議論になってくると考えておりまし

て，速やかに検討委員会を立ち上げまして，今お話しいただきました総合プロデューサー

の件も含めて，しっかりと検討してまいりたいと考えております。

梶原委員

私も様々なホールを視察したりしましたけれども，成功しているところは有名ではなく

てもいいのですけれど，総合プロデューサーとか芸術監督の方が，非常にすばらしい仕事

をされているところが多かったように思います。

ホールの成否については総合プロデューサーや芸術監督にどういった方が就くかによっ

て決まってくると思います。本当にすばらしい建物ですので，それに見合った運営管理者

についてもしっかり選定をしていただきたいと思いますので，よろしくお願いいたしま

す。

あと，もう１点だけお聞きしたいのが，自転車王国とくしまのサイクル・キャビンにつ

いてお伺いいたします。このバスの所有者は，これはどちらになるのでしょうか。

秋山スポーツ振興課長

サイクル・キャビンについてでございます。

こちらにつきましては，バスを活用した新たな観光サイクリングの実施ということで，

実証業務の企画を募集いたしましたところ，その中から選ばれました海部観光株式会社が

製作したものでございまして，バスの所有権は海部観光株式会社にございます。

梶原委員

これはバスの中を様々に改造されたと思うのですが，幾らぐらい掛かっているのでしょ

うか。

秋山スポーツ振興課長

改造費用についてです。こちらのほうは委託ということでございまして，バスの内装の

改造，ラッピングを合わせまして300万円となってございます。

梶原委員

県と委託契約を結んで使用させていただくということですが，契約期間は１年ごとの更

新なのでしょうか。

秋山スポーツ振興課長
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まず，契約につきましては，バスの改造，ラッピングを新たな観光サイクリングという

形でアピールする方法といたしまして各社から公募をしたところ，この中で一番優秀な企

画ということで海部観光さんのサイクル・キャビンという案が採択されたものでございま

して，委託につきましては改造でひとまずの委託という形になってございます。

今後は，県のサイクルツーリズムに関することにつきまして優先的に使用させていただ

くという連携協定を海部観光と県とで結んでおるところでございます。

また，海部観光さんは独自にツアー等の企画して，徳島のサイクルツーリズムを発信し

ていただけることになってございます。

梶原委員

初年度に改造費も含めて委託費が300万円掛かって，それ以降は１年ごとに改造費を除

いた業務委託料みたいなものを決めて更新していくという，そういう認識でよろしいです

か。

秋山スポーツ振興課長

そのとおりでございます。

まずは，これを活用したツアー等がございましたら，その都度，お支払いするという形

になろうかと思います。

梶原委員

これは全国のサイクリストも結構注目されていると思いますけれども，今そういったお

声はお聞きになっていますか。

秋山スポーツ振興課長

現時点で，全国で類似のバスといたしましては，福島県の郡山中央交通と郡中トラベル

が共同で発表した１台と承知しておりまして，逆に言いますと，それ以外では例のないバ

スでございます。

県内のサイクリストからも，かなり興味が高いというようなお声を頂いておりますの

で，今後，県内で使っていただくとともに，県外のサイクリストの方を県内のツーリズム

にお招きするというような取組を進めていこうと考えております。

梶原委員

福島県だけがやっているということで，これから注目度もますます上がってくると思い

ますので，またしっかりと取り組んでいただきたいと思います。

これは要望になりますけれども，今，国交省のほうで2019年に日本を代表するサイクリ

ングルート，ナショナルサイクルルート制度と言うらしいですけれども，その制度でしま

なみ海道サイクリングロードとか琵琶湖一周のビワイチといった７ルートか８ルートだっ

たと思うのですが，そういった制度があります。これから大鳴門橋も下に自転車通行路が

できるということで，まだ先の話かと思うのですけれども，そういったことも見据えて，

淡路島はアワイチと呼ばれていますし，絶好の機会だと思いますので，このナショナルサ
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イクルルートに認定されれば世界中から集まると思うのです。しまなみ街道とかも一挙に

集まり始めましたので，自転車王国とくしまのサイクルツーリズムの充実と合わせて，こ

の辺もしっかり推進していただきたいと思いますので，よろしくお願いします。

東条委員

私のほうからは，とくしま記念オーケストラの問題について･･････

井下委員長

東条委員，すみません。

ただいま東条委員から，刑事確定訴訟記録を引用した質疑がなされました。当該質疑に

おける刑事確定訴訟記録の引用については，事前に議長に届出がなされております。

委員及び理事者各位におかれましては，引き続き，発言の際には被告人以外の実名又は

それが容易に推測される表現を避けるとともに，長文の引用をできる限り避けるとの申合

せを尊重していただけますよう，よろしくお願いいたします。

すみません，それでは質疑をどうぞ。

東条委員

それでは，記念オケの問題です。

まず，認識ですけれども，アンサンブル・セシリア代表取締役の方，ここでは名前を

言ったらいけないと思うんですけれども，元代表の方ですけれども，この方は2011年５月

から2013年３月まで，県の参与ということでいらっしゃいました。

この方に関する刑事訴訟ということで，2017年12月26日第１回公判で起訴内容を認め，

脱税が3,000万円あったと，そして，2016年までの３年間，所得としては１億2,900万円の

所得であった。法人税法違反ということで訴えられて，2018年３月26日，懲役10か月，執

行猶予３年，罰金は700万円ということで処分されています。その当時，裁判官が所得と

脱税額がともに高額で軽視できない悪質な案件だと言われており，多額の利益が出ること

を認識しながら帳簿を作らず，会社設立以来一度も確定申告をしていないという案件でご

ざいます。

この方に県が加担しているのではないかということが問題だということで，先般，本会

議で仁木議員が，事業者が作成すべき見積書，請求書に県や財団による何らかの関与が疑

われる，元音楽プロダクション代表は県が作成してくれたと言っており，県や財団の職員

がどのように関わってきたのかと質問させていただきました。

部長の答弁では，必要な書類の記載方法などの助言や技術的支援は事業を円滑に進める

に当たっての一般業務として適切に行ったものとおっしゃいましたが，普通，県の職員が

見積りや請求書に数字まで入れて助言をされるんですか。そこをもう一度お聞きしたい。

内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラ事業につきましての御質問でございます。

とくしま記念オーケストラにつきましては，本県２度目の国民文化祭を開催するに当た

りまして，徳島ならではの取組を検討しまして，これまでにない徳島方式に挑戦してきた
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ものでございます。

このような挑戦的事業の実現に向けましては，柔軟性，機動性が必要になるなど，従来

の手法では対応が困難なことも想定されまして，常設ではない事務局的機能を公益財団法

人徳島県文化振興財団に置きまして，県と連携を図りながら，それぞれの強みを生かし，

工夫を凝らして取り組んできたところでございます。

県といたしましても，県施策と密接に関連する業務を行うため，演奏会開催に向けた事

務について，事業発注に係るノウハウなどの知見を提供しまして適正に事業を実施してき

たところであります。事務局的機能を財団が担う中，演奏会事業に関する経費の積算，見

積書についても，業務を円滑に進めるに当たって事業者への技術的支援，助言など，飽く

まで一般業務として適切に行ってきたものというふうに認識しております。

東条委員

刑事確定訴訟記録というのは，この厚さがあるのです。

2013年から３年間，月１回から３回のコンサートやアウトリーチなどが開催されていま

した。記録を見る限り，その都度，企画，プログラム，見積書，請求書を作成されており

まして，学生さんの調整とか，元音楽プロダクション代表の当日の日程まで，全て職員が

されているメールが残っています。そこまでする必要があったのでしょうか。

内海文化・未来創造課長

当時，どういったやり取りがあったかというところでございますけれども，またその前

後の関係性等もありまして，詳しくは承知しておりませんけれども，飽くまで一般的な業

務として技術的支援，助言などを行ってきたものと認識しております。

東条委員

元音楽プロダクション代表の方が申されているんですけれども，ちょっと読み上げま

す。

徳島県側が出した経費の内容の確認を求められていたので，各コンサート，アウトリー

チについて徳島県側の出した金額がアンサンブル・セシリアの実際に支払った金額より高

い金額となっていることを分かっていました。

そのような経費の計算は，私がとくしま記念オーケストラの運営に関わるようになった

当初からされており，その頃から私は，徳島県に対してアンサンブル・セシリアとして

は，徳島県が計算した金額をそのまま出演者等の支払先に支払っているのではなく，徳島

県側が計算した金額の枠内で，アンサンブル・セシリアがその支払をしていることを伝え

ました。

そして，徳島県側もそのことを了解した上で資料６のような経費の計算を行い，その結

果に基づいてアンサンブル・セシリアからモウブ宛ての見積書，請求書を用意してくれた

のでした。

ですから，私は当時，徳島県が見積書，請求書を用意し，アンサンブル・セシリアがモ

ウブから支払を受ける金額について，アンサンブル・セシリアが実際に支払った経費の金

額より多い金額であり，その結果，アンサンブル・セシリアには，利益としてお金が残る

令和３年12月６日（月） 総務委員会（付託）未来創生文化部
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ということを分かっていました。

私としては，そのようにアンサンブル・セシリアに残るお金について，アンサンブル・

セシリアが，とくしま記念オーケストラのコンサート，アウトリーチ実施業務を行ったこ

とに対する手間賃として受け取るものだと思っていたのでした。

また，資料６のメールに添付された経費の表を見ると，下のほうに報償費や平成25年１

月から３月分の私の旅費など合計96万7,005円が盛り込まれていますが，これについては

徳島ヴォルティスＪ１ホーム開幕戦記念演奏会自体の経費ではなく，私が徳島県の政策参

与を勤めていた当時に徳島県との間で清算するはずだった経費などです。

当時，徳島県側では，未精算だったその96万7,005円を徳島ヴォルティスＪ１ホーム開

幕戦記念演奏会の精算時にモウブ経由で，アンサンブル・セシリアに支払うことにして，

それを私に伝えてきたのでした。ということで，こんなこともされていたのかということ

を教えていただきたいです。

井下委員長

東条委員，できる限り長文の引用を，できる限りで構いませんので避けるように，対応

をよろしくお願いいたします。

内海文化・未来創造課長

今，委員からお話がありました件です。

前後にどういったやり取りがあったのか，そのあたりについては不明ですけれども，当

時，政策参与だったときに月９万円の報償費をお支払いしていたということは，これは過

去に御報告させていただいたところでございます。

それ以外にというふうなお話につきましては，そういったものはないと思っておるので

すけれども，詳細につきましては今，資料も手元にはないところでございます。

いずれにしましても，事業につきましては適正に行われてきたというふうに認識してお

ります。

東条委員

膨大な資料があって，それを今指摘がありましたのでいちいち読み上げるわけにはいか

ないわけですけれども，このときに担当していた方がいらっしゃったら，当時の状況を聞

くことは可能なんでしょうか。

内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラ事業につきましては，徳島県文化振興財団に運営をお願いす

るとともに，オーケストラの事務的機能につきましても，財団のほうが担いまして事業を

実施してきたところでございます。

音楽プロダクションによる事案発生後，平成29年６月から不明な点につきましては可能

な限りの調査を行いまして，その都度，議会，県民の皆様に御報告するとともに，見直す

べき点につきましては，直ちに見直すという形で最大限の対応を図ってきたところでござ

います。

令和３年12月６日（月） 総務委員会（付託）未来創生文化部
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なお，念のために財団に以前確認させていただいたところ，民間事業者間の契約行為に

関与するような指示を受けたことも，したこともないというふうな返事を受けたところで

ございます。

東条委員

大分前のことですので，担当者の方も実際はどうだったかというのは，ちょっと酌み取

れないと思うんですけれども，この資料１，２，３，膨大な記録にぱっと目を通させてい

ただいたんです。これを見てやっぱり私が思ったのは，県の担当者が企画からプログラ

ム，タクシーの手配まで，全てあらゆることを差配されているのが読み取れました。これ

は，部長が言われた技術的な指導というのを超えている，それは明白だなというふうに私

は思いました。

県の職員の任務というのは，県民に文化を享受し，また利益を県民に生むことですけれ

ども，この記録からは，元音楽プロダクションの元代表に利益を生んでもらおうというこ

としか伝わってきませんでした。この記録の中を見ましたら。そのことについてはどうい

うふうに理解されているのでしょうか。

内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラ事業についての御質問でございます。

演奏会につきましては徳島県文化振興財団が主催となりまして，県からの委託費を含む

様々な助成金を活用して開催しておりまして，財団におきましては，演奏会開催に向けた

総合調整をしつつ，会場設定，舞台管理を元請業者に委託して，元請事業者からは演奏家

の手配，管理，演奏料支払などを音楽プロダクションに委託してきたところでございま

す。

演奏会の経費につきましては，県や財団のほうで予算を積算する段階において，過去の

同規模の演奏会の事例でありますとか，実績を参考に計上してきたところでありまして，

財団の予算，決算については，文化団体の代表者や学識経験者，報道機関の皆様で構成す

る理事会において審議され，異論なく承認を得たというふうに伺っております。

また，物品の購入，業務の受託に当たりまして，経費に上乗せをしないような，つまり

原価のままで販売するようなことを行えば，当然利益がなくなって事業として成り立たな

くなると考えております。経費に対して一定の額，率を上乗せするのは通常の手法である

というふうに認識しております。一般的に無料奉仕でもない限り，実業者として利益とな

る金額相当をそれぞれの経費の上に算入しているものと考えておりまして，また，利益に

ついては事業者が主体的に決定するものでございます。事業の種別，内容，社会情勢等，

様々な状況によって差異が生じるものではないかと考えております。

県や財団におきましては，改めて演奏会の開催経費に係る予算を，そういった過去の同

規模の演奏会の実績を参考に計上してきたところでありまして，演奏会実施後にも他県と

の比較等を行っております。

特にそれにおいて大きな差異があるような金額ではなく，妥当な金額であったように認

識しております。
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東条委員

一般的な単価と比較したということで計算をされていたようなのですけれども，それ

は，その都度ほかのところと比べるのは，当初からされてこられているのですよね。

内海文化・未来創造課長

申し訳ありませんが，当時どういった頻度で行っていたかというような詳細について

は，私自身は把握しておりませんけれども，ただ以前より見積り等々に計上するときに

も，しっかり検証し，また事業実施後にも検証したと聞いております。

東条委員

この中の資料を見ますと，本当にこんなに配慮しながらというのがすごく伝わってきた

のです。職員としては上司から言われたこととしていて，上司をずっとたどっていけば，

最高責任者の知事が参与に指名していただけに，知事の圧というのがやっぱりあったとい

うふうに思われます。この図式というのは，正に国の森友とか加計に見られる状況とそっ

くりだなと県民の皆様も思われたというふうに思っております。

こういった忖度体制が浮き彫りになり，県庁全体の信頼が問われ，今回の衆議院選挙で
そんたく

報道された知事支持率の低さと土壇場での不出馬は最高責任者である知事の信頼がなく

なったということだと思います。

音楽プロダクション代表が脱税をしなければ終わっていた問題だと思うのですが，再三

再四出てきたことを，知事は忖度県庁体制への戒めだとしっかり受け止めていただき，記
そんたく

念オケ問題をしっかり県民に説明していただきたいというふうに思います。

知事がいないのですが，その辺はどうでしょうか。

内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラにつきましては，常設の楽団ではなく，演奏会の開催ごとに

演奏家を集める開催スタイルで事務局を有しないことから，演奏会の開催に当たりまして

は，本番に向けてどのような業務を行うかを検討いたしまして，演奏家手配や音響などの

個別業務について必要に応じ専門業者に発注するとともに，個別業務間の調整，指導監督

及び進捗管理をするなど，事務局的機能が必要となったものでございます。

事務局的機能の部分については，関係団体や民間事業者とのネットワークを有し，総合

調整や音楽事業の実施に関するノウハウのある財団の判断に基づきまして，財団の事業と

して進められてきたものと認識しております。

東条委員

県文化振興財団との運営，県の連携がどうだったのかということが問われると思いま

す。

それと，トップである知事のかじ取りがちょっと間違っているという場合，しっかり知

事にそれは違いますと言える体制が，県庁幹部の方々，副知事や部長の役割だと考えるの

ですけれども，そのことについて部長はどうお考えでしょうか。
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内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラにつきましては，先ほども申し上げましたけれども，常設の

楽団ではなく演奏会の開催ごとに演奏家を集めて開催するスタイルでありまして，事務局

的機能を文化振興財団のほうにお願いしたものでございます。

このため，事業の判断でありますとか執行につきましては，飽くまで文化振興財団のほ

うでしっかりと検討し，進めていただいたものと認識しております。

東条委員

文化振興財団との連携のやり方に，やっぱり問題があるというふうに思っています。知

事が，政策参与との関わりの中で，全体に圧があったのだと思います。

こんな状況で何を究明していくのか。やり取りをやっても仕方がないかとは思うんです

けれども，これからは心機一転していただいて，県民への奉仕者として職員にとっても働

きやすい，働きがいのある県庁へと再編していくことが，今，求められている。知事や幹

部にそういうことが求められていると思います。そのことが，県民への信頼を取り戻すと

いうことだと思います。このことも知事にしっかりとお伝えいただいて，今回，知事，最

高責任者がおりませんので質問を終わらせていただきます。

元木委員

私のほうからは，令和４年度に向けた未来創生文化部の施策の基本方針について，少し

確認をさせていただきたいと思います。

まず，県民総自己実現ダイバーシティとくしまのうち，次代を担う人づくりについて，

2025年までに希望出生率1.8を実現するという記載がございまして，その方策として，マ

リッサとくしまの機能充実やチーム育児の推進，子育て支援の充実に向けた保育人材の確

保が掲げられております。これらの取組内容について，具体的に教えていただきたいと思

います。

髙島次世代育成・青少年課長

2025年度までに希望出生率1.8を実現するために，新たなマリッサとくしまの機能充実

でございます。

マリッサとくしまでございますが，結婚を希望する人に出会いの機会を提供するため，

平成28年７月に本県の結婚支援拠点といたしまして，とくしまマリッジサポートセンター

を開設いたしております。

また，この度，青少年センターの移転に伴いまして，11月26日にアミコ東館の７階でプ

レオープンいたしております。また，消費者情報センターと一緒に翌日の11月27日にはグ

ランドオープンいたしまして，オープニングセレモニーもさせていただいております。

これまでの成果といたしましては，令和３年10月末現在で，成立カップルは1,470組，

また，成婚に至りましたカップルにつきましては86組と着実に成果を上げているところで

ございます。

先ほども申しましたが，徳島駅前の立地環境を生かしまして，皆様が気軽に寄っていた

だけるような施設となるように努めるとともに，今後，コロナ下でもございますので，自
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宅で気軽に婚活ができるようなオンライン婚活の推進や企業，市町村との連携を強化いた

しました取組など，多様な婚活スタイルによりまして，一人一人に寄り添った結婚支援を

行いまして，成婚の機会の創出を加速してまいりたいと考えております。

また続きまして，チーム育児の推進でございます。チーム育児は一人で育児を抱え込ま

ず，夫婦の協同を中心にいたしまして，子育て支援サービスやツール，周囲の人を頼りな

がら，楽しみを感じつつ行う育児でございます。

これまでは，企業向けのチーム育児研修でございますとか，助産師によります産前産後

の母親相談，また，チーム育児応援企業の登録でありましたり，とくしま子育て大賞の表

彰など，いろいろと取り組んできたところでございます。

次年度以降は，引き続き，これまでの取組に加えまして，男性の家事育児への参画促進

について取り組みますとともに，企業や子育て支援団体と連携強化を図りまして，あらゆ

る主体が協働して子供を育む社会づくりに努めてまいりたいと考えております。

３点目は，子育て支援の充実に向けました保育人材の確保でございます。

県におきましては，平成27年度から本格施行されました子ども・子育て支援新制度の

下，市町村と連携して保育施設の整備を着実に進めるとともに，保育士・保育所支援セン

ターにおける就職のあっせん，保育士修学資金の貸付け等に加えまして，今年度は養成校

の学生を雇用する民間保育施設への補助制度の創設，保育士資格の取得を目指している方

に対しまして保育士試験対策講座を実施するなど，新規の方，また潜在保育士の人材確保

に努めてきたところでございます。

こうした取組によりまして，保育所等の定員及び利用する児童数につきましては，増加

傾向でございます。ただ，女性活躍の推進などで保育ニーズも増加傾向にありまして，保

育人材を安定的に確保することが重要であると考えております。

そのためには，保育士の処遇改善が必要であることから，これまでも機会あるごとに，

国に対しまして政策提言等々を行ってまいりました。その結果，この度，保育士等の収入

を引き上げるための措置に要する経費が国の令和３年度の補正予算案に盛り込まれたとこ

ろでございます。

引き続き，来年度におきましては，保育に特化いたしました就職支援サイトにおける求

人，経済的サポート情報，保育士の魅力を発信するとともに，待機児童の解消に向けまし

て，関係機関とも連携を強化し，保育士確保や保育現場の負担軽減，保育士の質の向上に

取り組んでまいりたいと考えております。

元木委員

結婚につきましては，地元でも子供や孫の結婚に頭を悩まされている方が多くいらっ

しゃる一方で，価値観の多様化を背景に結婚を望んでいない適齢の方も増加傾向にあると

も思われます。

知事からは，マリッサとくしまを拠点として，デジタル社会における新たな婚活スタイ

ルの提案をはじめ，結婚を希望するお一人お一人に寄り添ったきめ細やかな支援を行う旨

のお話がございましたが，結婚を希望しない方やあるいは離婚された方，配偶者と死別さ

れた方などへの支援も大切であろうかと思っております。

国や市町村，民間などとの連携の下，個々の家庭の実情に応じた柔軟できめ細やかな子
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育て支援や保育人材の育成確保にしっかりと取り組んでいただきますよう要望させていた

だきます。

令和元年の人口統計では全国の離婚件数は約20万8,000件，従来増加傾向にございまし

たけれども，平成15年からおおむね減少傾向にあるとのことです。うち，未成年の子供が

いる離婚件数は約11万9,000件で全体の56.9パーセントに上っております。

子供が健やかに成長できる環境づくりについて，資料では，ひとり親家庭を支援する

ネットワークの構築などの記載がございますが，現状や今後の取組内容について，もう少

し具体的に教えていただけたらと思います。

山名こども未来応援室長

ひとり親に対する支援についての御質問かと思います。

ひとり親家庭が抱える課題を整理いたしまして，まずは県に設置しております母子・父

子自立支援員とひとり親支援団体等の関係機関が連携しながら，個々のひとり親家庭の多

様なニーズに対応した支援策につなげております。

ひとり親に対する支援策は多分野にわたりまして，まず個々のひとり親家庭のニーズに

応じた複雑な組合せが必要であり，関係機関がネットワークを構築して支援に当たる必要

がございます。

ひとり親家庭が必要とする支援につなげるためには，ひとり親との信頼関係を構築し，

継続したプッシュ型の支援が必要でございます。

今後につきましては，ひとり親家庭等の就業促進，生活の安定，児童の福祉の増進を図

るため，知識，技能の習得や生活支援，養育費相談など，ひとり親家庭等への各種支援策

を県母子寡婦福祉連合会などに委託いたしまして，総合的に実施させていただきたいと考

えております。

元木委員

県ではひとり親家庭の自立支援施策を実施できるよう，講じようとする政策の基本とな

るべき事項や福祉サービスの提供や職業能力の向上の支援など，講ずべき具体的な措置に

関する事項など，ひとり親家庭の生活の安定と向上のための措置に関する自立促進計画を

策定されていると伺っております。

県として自立計画にどのような特徴を持たせ，先ほど御説明いただきましたような様々

な課題解決，本県ならではの実情に合った取組を進めていく上で，どういった工夫を施し

てひとり親家庭の自立支援に取り組んでいくのか，決意をお伺いさせていただきます。

井下委員長

小休します。（13時44分）

井下委員長

再開します。（13時44分）

山名こども未来応援室長
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子供の貧困対策，ひとり親家庭への支援についての御質問かと思います。

今回の本会議におきまして臼木議員からの御質問にも答弁させていただいておりますけ

れども，子供の貧困は経済格差と教育格差を生んで，将来の所得格差ひいては我が国の社

会的損失にもつながるとの指摘もあって，早急な対策を講じる必要がございます。

そのために具体的には，先ほども申し上げましたとおり，母子・父子自立支援員の配

置，日々の悩みや困り事に対応できるようなＬＩＮＥなどによる相談窓口の設置，子供た

ちの話し相手として大学生，大学院生などを派遣いたしますホームフレンド派遣事業な

ど，ひとり親家庭が様々に抱える課題を乗り越えるためにいろいろな取組をやってきてお

ります。

そういった計画に基づいて，今後は，ひとり親家庭のまずは生活を守って自立を促す，

即効性のある生活を維持するための短期的な支援に加えまして，将来的な自立につながる

長期的な支援双方の視点が重要であるということから，資格取得の支援に加えて，短期的

にはフードパントリーなどの事業もさせていただいているところでございます。

次代を担う子供たちが，希望を持ち成長できる社会の実現に向けて，しっかりとこう

いった事業をさせていただくことで，取り組んでまいりたいと考えております。

元木委員

本県がダイバーシティ社会を実現していく上でも，ひとり親家庭への支援というのは大

変重要なテーマであると思います。

今回のヤングケアラーの問題とかいろいろと，本会議でも御提言がございましたけれど

も，そういった議員からの提言も踏まえて本県ならではのひとり親家庭支援計画を考えて

実行していただきたいということを要望させていただきます。

続きまして，本県の文学振興について幾つかお伺いをさせていただきます。

昨年度，２億5,000万円程度の予算で，公益財団法人徳島県文化振興財団が指定管理者

となりまして県立文学書道館の管理運営を行うとともに，資料の整理，収集，保存が行わ

れております。

まず，同館の最近５か年程度の，もしお分かりになりましたら来館者数の推移並びに年

齢層や職業，居住市町村など来館者の特徴や主たる利用目的等について教えていただけた

らと思います。

内海文化・未来創造課長

文学書道館の来館者につきましての御質問でございます。

過去５年間というところで，平成28年度以降の数字を申し上げますと，平成28年度が利

用者数が５万767人，平成29年度が５万2,903人，平成30年度は４万8,394人，令和元年度

は年度末からコロナの影響もございまして４万501人，令和２年度，こちらは非常に大き

く影響がございまして２万5,691人だったところでございます。

申し訳ありませんが，その内訳につきましては調査等してございません。どうぞよろし

くお願いします。

元木委員
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文学書道館では県立図書館等，他の施設でも同様の取組を行っていると思いますけれど

も，他施設とどういった役割分担を行っているのか。そしてまた今年度は特に，本県の文

化活動拠点としての魅力向上に向けまして，デジタル社会への対応等に取り組んでいると

伺っておりますけれども，どういった取組を行って，どういった成果が発揮をされておら

れるのか，お伺いさせていただきます。

内海文化・未来創造課長

文学書道館につきましては，徳島の歴史や文化を育んできた文学，書道をテーマとした

ミュージアムになっております。正にその名のとおり，文学，書道を中心として様々な事

業を展開しております。また，瀬戸内寂聴さん，それから小坂奇石さんなど徳島ゆかりの

優れた文学者，書家の皆様を御紹介させていただいているところでございます。

この度，新型コロナウイルスの影響によりまして，来館し難い状況になりまして，県民

の皆様に御不便をお掛けしたところでございます。そこで令和２年度は，新型コロナウイ

ルス感染症の拡大に伴うイベントの縮小とか，観光客の減少を踏まえまして，各講座をオ

ンラインで実施するなど，ニューノーマルな視点も取り入れさせていただいたところでご

ざいます。

実際にそれがどれぐらいの反響があったかというのは，なかなか測定しにくいところで

はございますけれども，こういったふうに今できることをしっかり対応させていただい

て，少しでも多くの方に徳島の文学，書道を発信させていただければと考えております。

元木委員

地元の東みよし町をはじめ県西部におきましても，例えば俳句や短歌のグループなんか

もたくさんございまして，高齢者の方々を中心として活動のツールとして機能しているほ

か，地元の交流やにぎわい，生きがいの創出にも寄与しているところでございます。

お話にございました，先日御逝去なされました瀬戸内寂聴さんの文学界などへの功績も

誠に顕著で，多くの関係者が悲しい思いをされている一方で，この瀬戸内氏の功績を後世

に伝えていくことも大変重要であると考えております。

また，委員長の地元の三好市の祖谷のほうでは，平家の落 人 伝説等も有名でございま
お ちゅうど

すけれども，故瀬戸内先生が出版された源氏物語を熱心に勉強しておられるグループの方

もおいでになりまして，県西部地域の歴史や文化を継承して伝える活動とともに，県西部

のような人口減少の著しいエリアにおいても，都市部のような文化的な暮らしを実現でき

る一助となっているところでございます。

また書道についても習う場所もたくさんございまして，子供から大人まで趣味として，

あるいは特技を養う場としても機能しておりますけれども，多くの文学書道作品を展示す

る場というのは，田舎のほうでは体育館や公民館の活用が中心で，カルチャーセンターの

ような施設を設けて文学などをテーマとして住民が気軽に交流し，研究や発表をできる場

を作ってほしいという熱心な要望もございます。

また，デジタル機器を有効に活用することで，同館から遠くに生活していて手軽に通う

ことができないという県民の方々にとっても，県内の文学を身近に感じて手軽に学びやす

くなるのではないかと思います。
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こういった背景を踏まえまして，県西部においても県西部特有の文学や書道を継承して

いく拠点として，例えば文学書道館のサテライト機能を持たせるような取組を進めてはど

うかと考えますけれども，御所見をお伺いいたします。

内海文化・未来創造課長

委員から，文学書道館のサテライト的な機能を，例えば県西部に設けてはどうかという

御質問がございました。

確かに，県におきましては，文化・未来創造課のほうですけれども，あわぎんホール，

文学書道館という施設を持っておりまして，特に文学，書道につきましては文学書道館が

担っているところでございます。

今，正にお話にもございましたけれども，市町村や民間におきましては，それぞれ様々

な公民館，体育館といった施設もお持ちでございまして，各地域においてそういった施設

を利用いただいて様々な文化活動を提供いただいているものと思っております。

県といたしましては，そういった施設を積極的に御活用いただくとともに，文学書道館

の作品をどのような形でお伝えできるのか。先ほどありましたようにオンラインで県西部

のほうでもできればというのも一つの考え方であろうかと思いますけれども，県としまし

ては，まずはこうした施設を使った文化活動や様々な文化芸術活動を行う団体に対しまし

て，その取組を後押しさせていただくためにあわ文化創造支援費補助金，こちらはソフト

事業になりますけれども，こういった補助金も設けさせていただいておりますので，そち

らのほうで地域の活力の向上，未来に誇るあわ文化の創造に向けて，しっかり御支援させ

ていただきたいと思っております。

元木委員

あわ文化の創造に向けて市町村や民間団体等とも連携しながら，各地域それぞれ特有の

取組をされておられますし，様々な歴史や伝統もございますので，是非，徳島県全体の文

化をレベルアップさせるような視点で，しっかりと支援をしていただきますようにお願い

申し上げます。

あともう１点，すいません長くてあれですけれど，スポーツ王国とくしまについても少

し確認をさせていただきたいと思います。

とりわけ競技力の向上というのが大きな課題となる中で，資料では国体順位の飛躍に向

けた抜本的強化とありますけれども，具体的にどういった取組を行っているのか，お伺い

をさせていただきます。

秋山スポーツ振興課長

国体順位の飛躍に向けました抜本的強化についてどのように取り組んでいるのかという

ことで，御質問を頂いております。

県では国体，天皇杯30位台を目標に掲げまして，競技団体や選手の育成に向けて様々な

競技力の強化策を展開しているところでございます。しかしながら令和元年に開催されま

した，いきいき茨城ゆめ国体で本県選手団が獲得した得点は614点でございまして，千葉

国体以来最も高い点数となっておりますが，このように健闘をしたものの，結果といたし
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ましては天皇杯は47位，皇后杯は45位と前年より順位を落とす残念な結果となったところ

でございました。

令和２年８月に関係機関，団体が一丸となりまして競技力の向上対策を戦略的かつ効果

的に実施するため，徳島県国体飛躍対策本部を立ち上げまして，調査，検討を進めている

ところでございます。こちらで様々な取組を行っておりまして，競技団体に強化の施策を

講じているところでございますが，残念ながらコロナの影響で，過去２大会中止となって

ございまして，今現在，強化を図っているところでございます。

元木委員

次に，オリンピアン，パラリンピアンと県民との交流とございますが，特に県内在住の

子供たちとの交流を促進すべきと考えますけれども，具体的にどのように取り組んでいか

れるのか，お伺いさせていただきます。

秋山スポーツ振興課長

オリンピアン，パラリンピアンとの交流ということで御質問を頂いております。

委員も御承知のとおり，本年東京2020オリンピック・パラリンピックが開催されまし

て，オリンピック出場のネパール水泳代表チームを皮切りに，ドイツハンドボール代表

チーム，ドイツカヌー代表チーム，パラリンピック出場のジョージアの陸上，水泳の代表

チーム，ドイツのパラカヌー代表チーム，合計３か国６競技の皆様に本県へおいでていた

だいたところでございます。

キャンプ期間中は万全な新型コロナウイルス感染症対策の下，県民の皆様には十分距離

を取った上での練習見学やオンライン交流などによりまして，オリンピアン，パラリンピ

アンのプレーや人柄に触れていただき，スポーツのすばらしさを改めて実感していただい

たところでございます。

今後も，やはり新型コロナウイルスへの対応というようなことがございまして，国を越

えて直接お会いするというのは，なかなか難しいこともあろうかと思いますけれども，今

回のオリンピック，パラリンピックの事前キャンプで培いましたオンラインの交流，それ

からコロナが収まった暁には，直接の交流を実施していきたいというふうに考えてござい

ます。

元木委員

是非，子供とオリンピアン，パラリンピアンとの交流を通じて，子供たちのスポーツ意

識の向上等に取り組んでいただくことで，国体順位の向上にもつなげていただきたいと願

う次第でございます。鉄は熱いうちに打てという言葉もございます。特に成長過程にある

子供が一芸に秀でた方々と直接交流する機会というのは，それぞれの子供たちにとってか

けがえのない経験になると思います。有名選手との交流の視点として，紋切り型の指導に

とどまらず，有名選手と参加した子供たち一人一人と対話や交流をしっかりと行っていた

だきまして，県内の子供たちの心に染み渡っていくような，かけがえのない交流体験を提

供していただきますようお願い申し上げます。

あと，スポーツツーリズムについても，併せてお伺いします。
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資料では，本県のスポーツ，観光資源を活用した合宿，大会誘致による交流人口の拡大

と地域活性化とあります。地元でも休校になっている学校施設等を活用して，それぞれの

地域特性を生かして大学などの合宿を誘致してはどうかという意見もございますが，具体

的にどのような取組を行っているのか，お伺いさせていただきます。

益田スポーツツーリズム推進室長

スポーツツーリズムの創造，本県のスポーツ観光資源を活用いたしました合宿，大会誘

致についての御質問を頂いております。

スポーツツーリズムの推進のプラットフォームといたしまして，2020年８月３日に徳島

県スポーツコミッションという団体を立ち上げたところでございます。

昨年はコロナ下におきましても，県内の高校，大学の協力により，モニター合宿，サー

モグラフィー等の感染症対策備品の貸出し，また医療関係者等を招いてのウイズコロナ時

代における講習会等を実施したところです。今年度に入りましては，スポーツ合宿開催支

援事業補助金という制度を作りまして，徳島県におきまして合宿をしていただける方に宿

泊助成をする制度を作ったところでございます。あわせまして，スポーツコミッションの

専用ホームページを創設いたしましてＰＲしているところでございます。

早速，その合宿の補助金を使いまして，10月８日から10月10日，デフサッカーの日本代

表候補の合宿が三野健康防災公園のグラウンドで開催されたところでございます。こちら

のほうの補助金は20泊以上で１泊一人1,000円と上限もございますが，非常に使いやすい

制度となっておりまして，今，元木委員のほうから御提案がありました地元施設を使った

小規模な合宿についても活用ができるようになっております。

是非，来年度以降もこういう取組をどんどんＰＲしまして，地域活性化にもつながるよ

うに進めてまいりたいと考えております。

元木委員

是非，市町村等とも連携して，空いた公共施設等も有効に活用していただきながら，そ

れぞれの地域に根差したスポーツ活動の充実に向けた合宿の誘致にしっかりと取り組んで

いただきたいと思います。

ウイズコロナ，ポストコロナに向けまして，東京2020オリンピック・パラリンピック大

会の成果を一過性のものとせずに，スポーツの裾野の拡大，競技力の向上はもとより，国

際交流の促進や各地区で失われつつある絆の再生等を創出して，大会によって高まった
きずな

スポーツや文化の機運を本県スポーツの振興や活性化，魅力創造につなげていただきます

よう要望させていただきまして終わります。

井下委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と言う者あり）

この際，委員各位にお諮りいたします。

ただいま達田議員から発言の申出がありました。この発言を許可したいと思いますが，

これに御異議ございませんか。
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（「異議なし」との声あり）

それでは，達田議員の発言を許可いたします。

なお，委員外議員の発言については，議員一人当たり１日につき答弁を含め，おおむね

15分とする申合せがなされておりますので，よろしくお願いいたします。

また，達田議員に申し上げます。

当委員会中の質疑における刑事確定訴訟記録の引用については，事前に議長に対し届出

がなされております。なお，発言の際には被告人以外の実名又はそれが容易に推測される

表現の引用を避けるとともに，長文の引用をできる限り避けるとの申合せがなされており

ますので，よろしくお願いいたします。

それでは，質疑をどうぞ。

達田議員

お時間を頂きましてありがとうございます。

先ほど東条委員から質問がありました件につきまして，私も関連の質問をさせていただ

きたいと思います。

音楽プロダクションの元代表が見積書，請求書を作成したことはない，あるいは，掛

かった経費を確認した上で作成したと，これがチームとか県創造室が作成したと証言して

いるということは，先ほど東条委員のほうから詳しく引用されましたので，あえていたし

ませんが，これまで知事は民間同士の取引と答弁していらっしゃったわけなのですけれど

も，この証言が事実だとしますと虚偽答弁だったということになると思うのです。これに

ついてどのようにお考えなのか。

それから，先ほどの御答弁では，県の担当者の方から詳細を把握していないのでという

言葉が度々出てまいりました。であるならば，県として，刑事確定訴訟記録を取り寄せ

て，きちんとこの内容を把握した上で，この事業が適正であったかどうかということを調

べ直す必要があると思うのですけれども，その点をお伺いいたします。

それと時間がありませんので，もう１点。

元代表は，見積書とか請求書の日付について，前後関係が自然になるような日付を記載

したと，日常的に書類の日付操作が行われていたということを証言されているのです。こ

の部分は引用させていただきます。

資料20には，アンサンブル・セシリア名義の見積書，アンサンブル・セシリアと〇〇と

の契約書が添付されていますが，それらは私が〇〇の担当者から内容を説明されてアンサ

ンブル・セシリアの判子を押すなどしたものです。

それらの見積書，契約書は，平成27年３月から４月にかけての頃，〇〇などが私の提出

した先ほどのような交通費等の領収書を整理して，経費の金額を計算した上で作成したも

のです。それらの作成日付として記載されている平成26年４月１日というのは，実際の書

類作成日から１年ほど日付を遡らせた日付ですと証言されております。

この平成26年４月１日，これは何だったかと言いますと，とくしま国民文化祭記念管弦

楽団運営及び公演業務の契約についてというものなのですけれども，この事業につきまし

て，立案年月日が平成26年４月１日になっております。ところが，これに対する契約書と

いうのも平成26年４月１日となっているのですね。
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この立案年月日の４月１日に，当該業務を有限会社アンサンブル・セシリアに委託する

こととし，必要な経費を支出してよろしいかという伺いを出しているのです。伺い書を出

しているその日に契約が成立しているというのは全くおかしい，成り立たないと思うので

す。この平成26年４月１日立案の業務委託契約書に至っては，元代表に契約に合意した認

識もなかったわけなのです。使ってしまった金額を支出するために県が業務契約を作った

と，こういうことが証言されているのです。つまり，書類の偽装だと私は思うのですけれ

ども，先ほど一般的な業務，一般的な業務ということが言われておりましたけれども，こ

ういうやり方というのも一般的な業務と言えるのかどうか，お尋ねいたします。

内海文化・未来創造課長

御質問にそれぞれお答えさせていただきます。

まず，とくしま記念オーケストラ事業の実施につきましては，総合調整や音楽事業のノ

ウハウを持つ徳島県文化振興財団に運営いただきまして，事務局的機能を担う当財団が主

体となって県と連携を図りながら，それぞれの強みを生かして取り組んできたところでご

ざいます。

県といたしましても，事業発注に関わる知見でありますとか，ノウハウを提供したとこ

ろでございまして，経費の積算，見積書等の作成に関し，必要な書式の記載方法などの助

言でありますとか，技術的支援は事業を円滑に進めるに当たっての一般業務として適切に

行ったものと考えてございます。

また，御質問の内容についてでございますが，音楽プロダクションによる事案発生後，

平成29年６月から不明な点につきましては可能な限りの調査を行いまして，その都度御報

告させていただきますとともに，見直すべき点については直ちに見直すといった形で，当

時最大限の対応を図ってきたところでございます。

また，財団に確認しましたところ，民間事業者の契約行為に関与するような指示を受け

たこともしたこともない，財団職員が関わることはないとの返事を頂いたところでござい

まして，事業につきましては適正に執行されたものと認識しているところでございます。

また，見積伺でありますとか，契約の日付が同じ日であることにつきましては，見積書

を取って速やかに契約を締結すれば同日に行うということもあろうかと考えております。

達田議員

この契約の内容がどういう契約であったのかというのは，きちんと調べていただきたい

と思います。同日にできるような内容なのかどうかということを，きちんと調べていただ

きたいと思います。

適正であったということをずっと言われてきたのですけれども，これはこの刑事確定訴

訟記録が表に出る前の話なのです。この内容が出ましてから，今まで答弁してきたことと

違うのではないかという内容がかなり出てきているわけですから，これを踏まえた上でき

ちんと調べ直すということをされるべきだと思います。

次に，元代表のために県ぐるみで事業の書類作成を請け負い，そしてつじつま合わせの

日付変更をするとか，契約書，これは私の悪い言い方で言うとねつ造しているのです。経

費の水増しを事業当初から行っていることになると思います。
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なぜこれほど，この元代表を厚遇しなければならなかったのかということが，これを見

ておりますとメールでやり取りしている様子が分かるのですけれども，このメールの宛先

が○○参与様と，参与様はずっと前に辞めていてもずっと参与様の扱いなのです。こうい

うところに特別扱いをしていたということが見て取れるのではないか，象徴されているの

ではないかと思うのですけれども，この説明責任というのは県にあると思いますので，な

ぜずっと特別扱いがされてきたのかということを説明ができるようにお願いしたいと思い

ます。

たくさんあるのですけれども，この中にいろんな領収書も幾つか入っているのです。と

ころが，アンサンブル・セシリアが受け取るようになっている領収書に金額の記載がな

い，そして日付だけがあるとか，それもない領収書があるのです。私は17枚ほど見まし

た。それから，元音楽プロダクション代表個人名になっているのも金額がないというのが

ございました。

これが一体どういう名目で，何日に，幾ら払われたのか，これもきちんと調べるべきだ

と思います。この点はいかがでしょうか。

内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラ事業についての御質問でございます。

特別扱いし過ぎではないかというお話もございましたけれども，県といたしましてはこ

れまでも申してきましたとおり，経費の積算，見積書等の作成に関し，必要な書式の記載

方法などの助言や技術的支援を，事業を円滑に進めるに当たって一般業務として行ってき

たものというふうに認識しております。

先ほどの書類の一部が抜けているというのは，正にそういった助言や一般的業務の過程

のものではないかと推察されますが，現時点で資料が残っているものではなく，詳しくは

そのあたりは不明ですけれども，飽くまで事業につきましては当時調べることはとにかく

調べまして御報告をさせていただき，見直すべきものは見直してきたところでございま

す。

また，最終的には音楽プロダクション側においてそういったものを最終確認され，額を

決定していったものと認識しておるところでございます。事業については，適正に行われ

てきたものというふうに認識しております。

達田議員

適正であったかどうかということを，もう一度確認するべきではありませんかというこ

とを私は申し上げております。

今までずっと答弁されてきたことは，刑事確定訴訟記録というものがありませんでした

ので，どういう契約をしてきたのか，こういう証言というのが全くないままに答弁をされ

てきたものなのです。こういったものが新たに出てきた以上，県としてはきちんとこれを

調べ直すということが当然ではないかと思うのです。

もう一度お尋ねいたします。県としてもう一度きちんと刑事確定記録を調べて，適正で

あったかどうかということを調べるつもりがあるかどうかということをお尋ねいたしたい

と思います。



- 24 -

令和３年12月６日（月） 総務委員会（付託）未来創生文化部

内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラ事業につきましては，本県では２度目の国民文化祭を開催す

るに当たりまして，徳島ならではの取組を検討しまして，子供から大人までレベルの高い

演奏を東京や大阪に出向くことなく，しかも手頃な価格で聴く機会を設けられるよう活動

も評価も東京中心で，地方での運営は難しいと考えられてきたプロのオーケストラを常設

ではなく演奏会の度に徳島にはせ参じていただく，これまでにない徳島方式に挑戦したも

のでございます。

とくしま記念オーケストラ事業につきましては，繰り返しになりますけれども，徳島県

文化振興財団に運営をお願いするとともに，オーケストラの事務局的機能を財団が担いま

して事業を実施してきたところでございます。

音楽プロダクションの事案発生後，平成29年６月から２年程度，不明な点につきまして

は可能な限り調査を行いまして，その都度議会，県民の皆様に御報告するとともに，見直

すべき点については直ちに見直すといった形で最大限の対応を図ってきたところでござい

ます。

また，念のために財団に確認いたしましたところ，民間事業者間の契約行為に関与する

ような指示を受けたこともしたこともないという返事を得たところでございまして，事業

につきましては，適正に行ってきたものと認識しております。

達田議員

今の御答弁も，これまでの本会議で行ってきた御答弁とほぼ同じだと思います。

新しい視点に立って調査していただきたいということを申し上げておきたいと思いま

す。

これまで県は元代表の脱税事件について，悪質性の目安となる重加算税や所得税法違反

が課されていないということで，あたかも元代表を擁護するような発言を繰り返してきた

わけなのですけれども，これは裁判記録を見ますと，ほ脱所得金額は合計約１億2,954万

円，ほ脱税額は合計約3,027万円に上り，脱税規模として軽視できないものである。ほ脱

率も約99.99パーセント以上と非常に高率で悪質性も顕著である。こういうふうなことが

述べられているのです。

しかし，税金を払いました，罰金も払いましたと，そういうことだからそれぞれ，被告

人の懲役刑についても執行猶予になったというようなことが書かれているわけなのです。

ですから脱税という行為そのものは悪質だったわけなのです，20年間も税金を払っていな

かったという方を政策参与にしてきたと，そしていろんな業務の中で県が作成していたと

いうことで，非常に不自然だし，私が異常なことだと思いますので，きちんと改めて調査

をし直していただくよう求めて終わります。

内海文化・未来創造課長

とくしま記念オーケストラ事業につきましては，先ほども申しましたけれども平成29年

６月以降，様々な角度から御論議いただき，不明な点については可能な限り調査を細かく

行いまして，その都度御報告させていただいたところでございます。また，見直すべき点
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については直ちに見直すといった形で最大限の対応を図ってきたところでございます。

同じく，議会のほうで頂いた御指摘を受けまして，県民が主体となる文化振興により軸

足を置き取組を進めてきたところでございまして，今後とも県民一人一人が文化の担い手

となり，県を挙げて文化の価値と誇りを次代に提供しまして更に発展していくための県民

主体，県民主役の文化振興政策をしっかり取り組んでまいりたいと思っております。

井下委員長

先ほど来のとくしま記念オーケストラ事業については，元々は平成29年から長年にわ

たって議論をしていることでございます。

それで僕も先日，この記録のほうを読ませていただきました。記録自体は脱税事件の記

録でございますので，中身は司法が判断してしまっているという記録であることが大前提

でございます。

そんな中で音楽プロダクションの事業に関する今回の委員会でもそうですし，遡れば６

月になるのですが，代表質問等でいろいろと質問され，先ほど来，事務作業の確認，演奏

会の費用，また委員からの質問に対して理事者からは見積りや請求書の作成に当たる行為

はなかったし，出演料の金額も高いものではなく，事業は適正に行われたと一貫して回答

されております。

また，報道にありました記録に関連して県に対する刑事告発，また訴訟の動きもあり，

こちらが最終的に司法の判断を待つことになるだろうと思っております。

結果，不正があったにしろになかったにしろ，私の意見としましては，現在も県が様々

な事業者さんと入札を介してきちんとした契約，あるいは，いろんな事業で一生懸命頑

張って県と関係を作ってくれている業者さんがいっぱいおります。こういうことがずっと

続いていきますと，ちゃんとやっている人，真面目にやっている人が損をするといいます

か，馬鹿を見るようなそういう目で見られるというのもいけないなと思っております。

その上で，何年にもわたって議論されておりますこの問題を，県はどのように考えて，

これからどうしていくのか，できる限り県民の皆さんに分かりやすくはっきりと答えてい

ただきたいと思います。

上田未来創生文化部長

ただいま，とくしま記念オーケストラ事業について，委員長より御質問を頂いたところ

でございます。

文化・未来創造課長が申し上げた御答弁と一部重複する部分もあるかもしれませんけれ

ど御容赦いただきたいと思います。

とくしま記念オーケストラ事業につきまして，るる申し上げておりますように国民文化

祭の開催に向けてというふうなことで，本県ならでは，徳島ならではの取組を実施してき

たところでございます。

何よりも県民の皆様方にレベルの高い演奏を，一流の演奏を手頃な価格でしっかりと御

体感いただく，そういった機会を設けられるようにということで，通常であればなかなか

聴くことのできないプロのオーケストラを比較的維持管理経費もコストも抑えた形で，常

設ではなくて演奏の度に徳島にお越しいただく，はせ参じていただくような形で，これま
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でにない徳島方式といった形で取り組んできたところでございます。

今，申し上げましたように当オーケストラ事業につきましては，非常に挑戦的な事業で

ございまして，この実現には効果的な展開に向けました柔軟性，機動性が必要になってく

ると認識しておりまして，従来どおりの手法ではなかなか対応が困難なことも想定されま

した。

こうしたことから事務局的機能等を工夫しまして，しっかりした文化行政を進めるため

に苦労しつつも工夫を凝らして取り組むことで，新しい事業を可能にしてきたところでご

ざいます。

そういった中で，今も委員長のほうから御案内がございましたように平成29年６月以

降，こういった事案を受けまして，県民の代表である県議会の皆様には非常に貴重な審議

時間，多くの時間を費やしていただきまして，様々な角度から御論議いただいたところで

ございます。不明な点につきましては可能な限りの調査を我々も行いまして，その都度御

報告させていただき，見直すべき点については直ちに見直すといった形で最大限の対応を

図ってきたところでございます。

この度の音楽プロダクション事案に関する刑事確定訴訟記録に対しまして，改めて今議

会の代表質問，また本日の委員会でも様々な委員さん，また委員外の議員さんからも御論

議いただきましたところでございます。

そういった中で，いろんな事務作業を進める段階において助言，技術的支援と申し上げ

ましたけれども，飽くまでも事業を円滑に進めるものでございまして，最終的に見積書を

作成していたのは音楽プロダクションのほうでございます。

また，その利益を含む単価というようなお話でございましたけれども，他の事例と比較

しても決して高額ではないということも御説明させていただいたところでございます。

県におきましては，これまでの議会の御提言を踏まえまして，事業実施に係る予算の積

算につきましても過去の事例，実績を参考とするとともに，一般的な単価との比較を行う

など必要な経費を十分に精査することで効果的かつ適正な実施に努めているところでござ

います。

実は，昨日，世界的ヴァイオリン奏者でもございます千住真理子さんのコンサートがあ

わぎんホールでございまして，黒﨑副委員長にも御参加いただきました。また，県議会議

員の皆様方にも御都合の合う方は参加いただいたところでございます。

これは，県主催の事業でございまして，コロナ対策も十分踏まえて工夫も凝らして行っ

たわけでございます。

私も参加させていただいたのですけれども，ドイツの調べ３Ｂということでバッハ，

ベートーヴェン，ブラームスといったことで，非常に御参加いただいた県民の方々にも御

満足いただけたのではないかと思っております。改めて，県民の皆さんに喜んでいただけ

るような機会となる事業に取り組んでいかなければいけないということを思いを新たにし

たわけでございます。

委員長はじめ，委員の皆さん方，これまで，また本日頂きました御意見を肝に銘じまし

て改めるところは改め，未来志向に立った文化行政の推進に努めてまいる所存でございま

すので，引き続き御指導賜りますようお願い申し上げます。
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井下委員長

部長のほうから今，答弁を聞きました。

確かに，徳島県は都市部に比べると文化施設等も充実ではありません。僕の地元，西部

に行くと特にそうなのですが，子供たちにこういう文化とか，いろんな音楽を聴く機会と

いうのは，どんどん行政が届けていただきたいと思っております。

それで，その上で今回の刑事確定訴訟記録を読ませていただきましたが，見る角度に

よっては確かにいろんな見方ができると思います。県と事業者との入札や契約というの

は，公正で透明性が常に担保されているというのは，これはもう当たり前の話でございま

す。

重ねてになりますが，だからこそ，今，契約上しっかり県のためにとか，公のために

しっかりやっていこうというボランティアや半分ボランティアでやってくれているような

業者，団体がたくさんあるのも事実でございます。こういった人に迷惑を掛かるという

か，そういう人たちが疑いの目で見られないようにするためにも，しっかりとした運営を

していっていただきたいと思っております。

先ほど言いましたが，恐らくそういった一人でやっていらっしゃる方でもすばらしいノ

ウハウや能力，ネットワークを持たれている方で，そういう方を県に引っ張りたいとなっ

たときに，恐らくそういった技術的支援というのが本当に必要になってくると思います。

今回の件で，逆にこういうのでびびってやらないというのも違うと思います。これはもう

しっかりとやっていただきたいと思います。

また，行政との関係において真面目にやっている方が損をしたり，一部の人だけが得を

する，また太っていくような，こういうのは徹底的に県議会としても追及していきたいと

思っておりますので，お互いにしっかり頑張っていきたいなと思っております。

僕からは，これで終わらせていただきます。

それでは，これをもって質疑を終わります。

これより，採決に入ります。

お諮りいたします。

未来創生文化部関係の付託議案は，これを原案のとおり可決すべきものと決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

御異議なしと認めます。

よって，未来創生文化部関係の付託議案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。

【議案の審査結果】

原案のとおり可決すべきもの（簡易採決）

第１号，第４号，第５号，第13号，第14号，第15号

以上で，未来創生文化部関係の審査を終わります。

これをもって，本日の総務委員会を閉会いたします。（14時28分）


